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近世土佐派記録 (四)

松 尾 芳 樹

京都市立芸術大学芸術資料館に所蔵される ｢土佐派絵画資料｣の中から､土佐家に関わる文書の一部

を翻刻し紹介する｡ここでは､御所で造営された諸御殿の絵画製作の仕事について､土佐家が関わった

ものを土佐光清が抜き書きした記録を選んだ｡記録される期間は天明8年(1788)年から安政7年(1860)

までで､光貞 ･光字時代の記録も含まれている｡寛政度内裏造営とそれに関連する諸造営事業､具体的

には内裏､後院､仙洞御所､女院御所等の造営に関わる障犀画の製作 ･補修について年紀と件名が記録

されている｡こうした御用記録は俸禄の根拠として重要であったと考えられ､その関連から祝儀のやり

とりがあった儲君 ･即位 ･有卦のような禁裏周辺の吉事に関する記録も含まれている｡画所預であった

土佐家が､内裏周辺とどのような関わり方をしていたのかをうかがうことができる｡

一六四 諸御殿御造営御修復御用年号書抜 安政七年頃(C.1860)

主要項目.土佐派､土佐光清､内裏造営､障犀画､有卦

【XXIUMENTSOFTOSASCHCX]LINP良E-MODERNAGE(Ⅳ)

YOSHIKIMATSUO

TheTosaSchoolisoneschoolofYamato-e(Japanease-stylepainting).Apartofthe

documentsontheTosaFamilyarereprintedfromthecollectionofthereferencematerials

onthepaintingsoftheTosaschoolownedbytheMuseum.MaterialNo,164,thisisan

reportextractedbyMitsukiyoTosatodescribetheundertookjoboftheTosaFamilyfor

constructingtheImperialPalace.ThereportcontainstherecordsoftheMitsusada'sand

Mitsuzane'sera.Therearetherecordsfrom1788to1860.Thecontentsofthereportare

itemsandagesofworksforcreatingandrepairingfoldingscreens(byobu)andsliding

doors(fusuma)relatingtotheconstructionofthelmperialPalaceln1790.Reportson

officialbusinesslikethisonewereveryimportantdatafortheevaluationofthesalaries.

Therefore,italsoshowsthatthegratuitieswereexchangedbetweentheTosaFamilyand

theImperialFamilyinordertocelebratetheirceremollialoccasioIIS(e.g.births,

coronationandperiodofluck).ThisindicatesthattheTosaFamilywhichactsasthe

officialbureauofpainting,lVaSOngoodtermsIVlththeImperialFamily.

164 ReportonconstructionandrepairfortheImperialPalace C.1860

Keyterms:Tosaschool,.MitsukiyoTosa,theconstructionoftheImperialPalace,

foldingscreensandslidingdoorspainting,periodofluck
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年

二
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一
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一
×
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七

･
〇
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(旧
目
録
三
八
二
-
こ

内
裏
及
び
公
家
御
殿
の
造
営
や
修
復
の
際
､
土
佐
家
が
請
け
負
っ
た
絵
画
製
作
の
諸

御
用
に
つ
い
て
､
土
佐
光
清
が
そ
の
年
号
を
抄
録
し
た
冊
子
で
あ
る
｡
椿
紙
折
紙
十
紙

を
重
ね
中
央
で
こ
よ
り
綴
じ
に
し
て
お
り
､
全
て
四
十
面
あ
る
｡
天
明
八
年

(
一
七
八

八
)
年
か
ら
安
政
七
年

(
l
八
六
〇
)
ま
で
の
記
録
が
遺
さ
れ
､
祖
父
光
貞

･
父
光
字

時
代
の
記
録
も
含
ま
れ
て
い
る
｡

寛
政
度
内
裏
造
営
と
そ
れ
に
続
く
諸
造
営
事
業
に
か

か
わ
る
絵
画
製
作
御
用
､
具
体
的
に
は
内
裏
､
仙
洞
御
所
､
女
院
御
所
の
造
営
に
関
わ

る
陸
岸
画
の
製
作

･
補
修
に
つ
い
て
件
名
と
年
号
が
記
録
さ
れ
て
い
る
｡

天
明
八
年

(
一
七
八
八
)
正
月
の
大
火
に
よ
り
焼
失
し
た
内
裏
を
再
建
す
る
た
め
に
､

翌
寛
政
元
年
か
ら
内
裏
造
営
事
業
が
開
始
さ
れ
た
｡
翌
二
年
に
落
成
し
た
寛
政
度
造
営

内
裏
は
､
殿
舎
の

一
部
が
平
安
期
内
裏
を
復
し
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
｡
こ
の

と
き
土
佐
家
は
復
古
様
式
の
構
想
に
大
き
-
貢
献
し
て
お
り
､
清
涼
殿
の
障
犀
画
製
作

を
中
心
に
多
-
の
仕
事
を
こ
な
し
た
｡
本
記
録
の
中
に
も
こ
の
清
涼
殿
関
係
の
記
事
が

散
見
す
る
が
､
飛
香
舎
代
の
襖
絵
製
作
が
漏
れ
て
い
る
よ
う
に
､
件
名
の
網
羅
を
徹
底

し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
だ
｡
安
政
度
内
裏
造
営
に
つ
い
て
は
､
年
紀
の
範
囲
に
あ
り

な
が
ら
､
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
､
こ
の
冊
子
は
寛
政
度
内
裏
に
関
わ
る
資
料

と
し
て
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
｡

ま
た
､
土
佐
家
の
絵
画
製
作
御
用
の
み
な
ら
ず
､
内
裏
や
公
家
方
の
消
息
が
散
見
す

る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
｡
そ
れ
は
主
に
宮
の
誕
生
や
儲
君

･
即
位
と
い
っ
た
吉
事
に
関

す
る
も
の
で
､
祝
儀
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
た
め
記
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
記
録
の

中
に
本
途
給
料
に
つ
い
て
の
報
告

(十
四
面
)
や
､
家
領
に
関
す
る
質
問
へ
の
回
答

(二
十
九
面
)
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
､
こ
う
し
た
絵
事
御
用
の
記
録
は
俸

禄
の
根
拠
を
示
す
た
め
に
も
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
祝
儀
の
や
り
と
り
も
収

支
の

一
部
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
､
同
じ
帳
面
の
中
に
抄
録
さ
れ
た
こ
と
は
理
解
で
き
る
｡

加
え
て
､
こ
の
内
裏
方
の
消
息
で
興
味
深
い
の
は
天
皇
や
東
宮
の
有
卦
に
あ
た
っ
て
祝

儀
を
送
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
｡
有
卦
は
陰
陽
家
の
説
と
し
て
運
の
開
く
時
期
と
さ
れ
､

近
世
に
は
こ
の
有
卦
に
入
る
時
祝
儀
を
贈
る
習
慣
が
生
ま
れ
て
い
た
｡
画
所
預
家
と
し

て
活
動
し
た
土
佐
家
が
内
裏
周
辺
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
た
の
か
､
そ
の

一
端
を
こ
の
記
録
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
｡

記
録
の
順
序
を
見
れ
ば
､
必
ず
し
も
年
紀
に
よ
ら
ず
､
大
雑
把
で
は
あ
る
が
内
容
に

よ
っ
て
分
類
し
よ
う
と
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
｡
前
半
部
に
表
題
の
内
容
に
従
っ
て
件
名

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
､
分
類
か
な
ら
ず
L
も
徹
底
し
て
お
ら
ず
､
異
な
る
記
事
が

一
部
に
混
在
す
る
｡
そ
の
た
め
か
､
後
半
部
に

｢銭
形
御
厨
風
｣

｢文
化
｣

｢御
厨
風
｣

｢献
上
物
｣

｢御
有
卦
｣

｢所
司
代
替
り
行
旬
｣

｢色
紙
類
｣
と
い
う
見
出
し
を
つ
け

て
前
半
か
ら
の
抜
き
書
き
を
行
い
整
理
し
な
が
ら
､
追
捕
を
加
え
る
形
式
と
な
っ
た
よ

う
だ
｡
以
下
､
本
記
録
の
主
題
で
あ
る
御
所
諸
殿
舎
に
関
わ
る
造
営
修
理
年
紀
の
う
ち

土
佐
家
の
絵
事
御
用
に
関
わ
る
も
の
を
ま
と
め

(表

こ

､
併
せ
て
年
号
記
録
全
て
を

年
次
に
よ
り
整
理
し
た

一
覧

(表
二
)
を
付
す
｡

蓑

一

内
裏
諸
殿
舎
絵
事
御
用

一
覧

<紫展殿>

享和二年享和三年

∧承明門>

享和二年享和三年

∧陣座>

文政十年

(
一
八

〇
二
)

(
一
八

〇
三
)

(
一
八

〇
二
)

(
一
八

〇
三
)

(
一
八
二
七
)

十
月
廿

一
日
御
額
補
色
仰
付
ラ
ル
｡

正
月
四
日
御
額
調
進
｡

十
月
廿

一
日
御
額
補
色
仰
付
ラ
ル
｡

正
月
四
日
御
額
調
進
｡

九
月
陣
座
寄
障
子
｡
御
張
替
書
継
｡

∧
清
涼
殿

(荒
海
障
子

･
昆
明
地
障
子
)
>

寛
政
二
年

(
一
七
九
〇
)
八
月
十
日
唐
画
和
画
色
紙
形
泥
画
仰
付
ラ
ル
｡

寛
政
二
年

二

七
九

〇
)
九
月
御
色
紙
調
進
之
事
｡



文
化
十
三
年

二

八

〓
ハ
)
六
月
御
絵
繕
｡
鳥
居
障
子
御
色
紙
泥
画
共
｡
荒

海
昆
明
小
障
子
共
｡

文
政
十
二
年

二

八
二
九
)
十
月
荒
海
障
子
書
替
｡

天
保
七
年

二

八
三
六
)
二
月
御
修
復
御
用
仰
出
ラ
ル
｡
御
画
繕
｡

天
保
十
二
年

二

八
四

1
)
十
月
昆
明
地
障
子
御
張
替
御
画
御
用
｡

天
保
十
三
年

(
一
八
四
二
)
八
月
御
廊
下
中
仕
切
御
杉
戸
御
絵
繕
｡

弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
十

一
月
御
修
復
｡
御
絵
繕
書
替
御
用
｡

弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
正
月
よ
り
二
月
初
旬
御
絵
出
来
済
ス
｡

<
車
寄
>
天
保
七
年

二

八
三
六
)
九
月
御
杉
戸
御
画
繕
御
用
披
仰
出
ラ
ル
｡

<
内
侍
所
>天
保
三
年

二

八
三
二
)
十
二
月
四
季
問
御
絵
繕
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

<
小
御
所
∨文
化
十

一
年

(
1
八
二
八
)
七
月

御
修
復
｡
御
絵
繕
御
用
｡

天
保
六
年

(
一
八
三
五
)
六
月
御
絵
繕
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

天
保
十
三
年

(
一
八
四
二
)
八
月
御
廊
下
中
仕
切
御
杉
戸
御
絵
繕
｡

∧
御
学
問
所
>
文
化

二
年

(
一
八
〇
五
)
六
月
御
造
建
御
用
｡

文
化
二
年

(
一
八
〇
五
)
六
月
廿
六
日
御
造
建
二
付
土
佐
光
貞
口
上
書
ヲ
出

ス
｡
光
貞
所
労
二
付
光
字
光
時
御
用
相
勤
ト
ア
リ
｡

弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
五
月
御
絵
繕
御
用
｡

<
御
三
間
>寛
政
十
二
年

二

八
〇
〇
)
九
月
御
普
請
御
用
｡

天
保
十
三
年

二

八

四
二
)
八
月
御
絵
繕
｡

<
御
献
之
間
>
寛
政

十
二
年

(
一
八
〇
〇
)
九
月
御
普
請
御
用
｡

天
保
十
三
年

(
一
八

四
二
)
八
月
御
絵
繕
｡

<
常
御
殿
>

文
化
十
年

(
一
八

一
三
)
十
月
御
修
復
｡
御
絵
繕
o

天
保
三
年

(
t
八
三
二
)
八
月
御
修
復
｡
御
絵
繕
｡

弘
化
三
年

(
一
八
四
六
)
十

一
月
御
修
復
｡
御
絵
繕
書
替
御
用
｡

弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
正
月
よ
り
二
月
初
旬
御
絵
出
来
済
ス
｡

<
女
御
御
殿
>
文
化

十
四
年

(
t
八

1
七
)
八
月
御
修
復
｡
御
絵
繕
御
用
｡

文
政
八
年

(
一
八
二
五
)
五
月
御
修
復
｡
御
絵
繕
｡

嘉
永
元
年

(
一
八
四
八
)
九
月
御
絵
繕
｡

<
御
涼
所
∨文
化
年
間
某
月
所
御
修
覆
御
用
｡

天
保
四
年

(
一
八
三
三
)
八
月
御
絵
繕
御
用
｡

嘉
永
六
年

(
1
八
五
三
)
四
月
御
絵
繕
御
用
.

<
御
黒
戸
>文
化
十

1
年

(
l
八
二
八
)
七
月
御
絵
繕
御
用
｡

天
保
三
年

二

八
三
二
)
十
月
御
絵
繕
御
用
｡

嘉
永
七
年

(
1
八
五
四
)
三
月
御
絵
繕
御
用
.

<
参
内
殿
>文
化
十

一
年

(
l
八
二
八
)
七
月
御
修
復
｡
御
絵
繕
御
用
｡

天
保
六
年

(
一
八
三
五
)
六
月
御
絵
繕
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

<
花
御
殿
>天
保
五
年

(
一
八
三
四
)
六
月
御
絵
繕
御
用
｡

<
長
橋
之
局
>
嘉
永
元
年

(
一
八
四
八
)
五
月
御
絵
繕
｡

<
対
屋
>
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
五
月
御
絵
繕
御
用
｡

<
後
院
>
文
化
十
三
年

(
一
八

一
六
)
九
月
御
修
復
｡
御
絵
繕
｡

<
仙
洞
御
所
>

(三



寛
政
二
年

天
保
三
年

天
保
六
年

天
保
八
年

天
保
十
年

<
女
院
御
所
>
寛
政
二
年

<
修
学
院
>文
政
七
年

<

附

銭
形
犀
風
>

寛
政
二
年

寛
政
二
年

寛
政
二
年

寛
政
二
年

文
政
五
年

天
保
七
年

弘
化
四
年

(
一
七
九

〇
)

(
一
八
三

二
)

(
一
八
三
五
)

二

八
三
七
)

(
一
八
三
九
)

(
一
七
九
〇
)

(
一
八
二
四
)

(
一
七
九

〇
)

(
一
七
九
〇
)

(
一
七
九
〇
)

(
1
七
九
〇
)

(
一
八
二

二
)

(
1
八
三
六
)

(
一
八
四
七
)

五
月
御
造
営
御
用
｡

十
二
月
常
御
殿
御
修
復
｡
御
画
繕
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

十
月
弘
御
所
御
絵
繕
差
書
直
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

六
月
小
御
所
東
庇
御
杉
戸
画
繕
｡

某
月
御
庭
内
御
茶
屋
御
造
立
｡
御
絵
御
用
仰
出
ラ

ル
｡

五
月
御
造
営
御
用
｡

某
月
御
修
復
｡

九
月
廿

一
日
四
季
本
文
之
意
四
尺
銭
形
犀
風
二
双

仰
出
ラ
ル
｡
絵
ハ
土
佐
光
貞
､
光
時
｡

九
月
廿

一
日
山
水
五
尺
銭
形
犀
風

f
双
仰
出
ラ
ル
｡

絵
ハ
鶴
沢
探
索
｡

十

一
月
九
日
秋
冬
銭
形
犀
風

一
双
出
来
調
進
｡

十

一
月
十
二
日
春
夏
銭
形
犀
風

l
双
出
来
調
進
｡

某
月
鷹
司
様
よ
り
鎮
形
四
尺
御
犀
風
仰
付
ラ
ル
｡

九
月
銭
形
御
犀
風
二
双
｡
馬
形
御
障
子
二
基
｡
御

絵
繕
仰
付
ラ
ル
｡

二
月
銭
形
御
厨
風
鳥
形
御
障
子
｡
御
絵
繕
御
用
｡
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蓑
二

｢諸
御
殿
御
造
営
御
修
復
御
用
年
号
書
抜
｣
年
号
整
理
蓑

*
記
録
の
項
目
を
年
号
に
従
っ
て
再
配
列
し
た
｡
項
目
は
な
る
べ
く
表
記
に
従
っ
た
が
､
読
み
や
す
い
よ
う
追
捕
を
加
え
適
宜
簡
略
に
し
た
｡

*
下
段
の
数
字
は
翻
刻
に
付
し
た
面
数
と
年
号
番
号
を
表
し
､

*
項
目
に
付
し
た
記
号
は
以
下
の
凡
例
に
よ
る
｡

○
土
佐
家
の
絵
画
等
製
作
修
復
御
用
｡

□
内
裏
公
家
消
息
等
｡
土
佐
家
と
の
関
わ
り
示
す
｡

△
内
裏
公
家
消
息
等
｡
土
佐
家
と
の
関
わ
り
示
さ
ず
｡

索
引
と
し
た
｡

天
明
八
年

戊
申

(
一
七
八
八
)

三
月
五
月

寛
政
元
年

己
酉

(
1
七
八
九
)

八
月
八
日
*

十
月

寛
政
二
年

庚
成

二

七
九

〇
)
五
月
五
月
八
月
十
日

九
月
*
*

九
月
九
月
廿

一
日

九
月
廿

一
日

十

一
月
九
日

十

t
月
十
二
日

十

1
月
廿
四
日

寛
政
四
年

王
子

(
一
七
九
二
)

二
月
九
日

○
御
造
営
仰
出
ラ
ル
｡

(寛
政
度
造
営
始
ル
)

○
御
用
始
ル
｡

ロ
光
格
天
皇
御
有
卦
｡
献
上
｡

○
禁
中
御
造
営
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

○
仙
洞
御
所
御
造
営
御
用
｡

○
女
院
御
所
御
造
営
御
用
｡

○
清
涼
殿
唐
画
和
画
色
紙
形
泥
画
三
人
へ
仰
付
ラ
ル
｡
分
配

之
義
窺
之
通
御
治
定
仰
渡
サ
ル
｡

○
清
涼
殿
御
色
紙
御
造
営
之
節

一
枚
二
付
銀
十
三
匁
宛
調
進

之
事
｡

○
新
調
御
道
具
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

〇
四
季
本
文
之
意
四
尺
銭
形
犀
風
二
双
仰
出
ラ
ル
｡
絵
ハ
土

佐
光
貞
､
光
時
｡

○
山
水
五
尺
銭
形
犀
風

一
双
仰
出
ラ
ル
｡
絵
ハ
鶴
沢
探
索
｡

○
秋
冬
銭
形
犀
風

1
双
出
来
調
進
｡

○
春
夏
銭
形
犀
風

-
双
出
来
調
進
｡

□
遷
幸
二
付
恐
悦
｡
御
祝
儀
献
上
｡
御
祝
頂
戴
｡

△
姫
宮
御
降
誕
｡

七
-
16

七
-
17

三
十
四
1
102

七
I
l

十
三
-
55

十
三
-
57

四
-
-

三
十
九
-
152

七
-
19

･
十
三
-
56

十
九
-
83

十
九
-
86

十
九
-
84

十
九
-
85

二
十
二
-
96

三
十
二
1
98

(六)



七
月
九
月

九
月
廿
四
日

寛
政
十

1
年

己
末

二

七
九
九
)

十

l
月
廿
六
日

十
二
月
五
日

○
去
々
年
御
造
営
画
料
今
度
済
銀
｡

○
御
附
ノ
衆
家
領
之
儀
尋
書
付
ノ
返
答
ヲ
伝
奏
二
差
出
ス
｡

四
-
-

二
十
八

･
二
十
九
-
94

寛
政
十
二
年

享
和
元
年

享
和
二
年

享
和
三
年

文
化
二
年

乙 契 壬 辛 庚
丑 亥 成 酉 申

(
一
八

〇
〇
)

(
一
八

〇
一)

(
1
八

〇
二
)

(
一
八

〇
三
)

(
一
八

〇
五
)

九
月
八
月
五
目

十
月
廿

一
日

正
月
四
日

六
月
六
月
廿
六
日

土
佐
光
貞
｡

ロ
長
橋
殿
御
弘
｡
御
祝
儀
進
上
｡

□
後
桜
町
院
御
賀
二
付
禁
中
へ
1
膳
献
上
.
賜
弐
連
o

D
御
賀
無
濡
被
為
然
二
付
衛
視
御
目
録
披
下
候
｡

○
御
三
間
御
殿
御
献
之
間
御
普
請
御
用
｡

□
光
格
天
皇
御
有
卦
二
人
ル
｡
献
上
硯
蓋
｡

○
紫
蔑
殿
承
明
門
御
額
補
色
仰
付
ラ
ル
｡

○
紫
展
殿
承
明
門
御
額
調
進
｡

○
御
学
問
所
御
造
建
御
用
｡

○
御
学
問
所
御
造
建
二
付
土
佐
光
貞
口
上
書
ヲ
出
ス
｡

三
十
二
1
97

三
十
五
-
114

三
十
五
-
115

五
-
5

三
十

一
-
95

二
十

一
I
89

二
十

一
-
90

五
-
-

光
貞

三
-
2

文
化
四
年

丁
卯

(
1
八

〇
七
)

七
月
九
月
廿
二
日

九
月
廿
八
日

文
化
五
年

戊
辰

(
一
八

〇
八
)

三
月
八
日

文
化
六
年

己
巳

(
一
八

〇
九
)

二
月
三
月

所
労
二
付
光
字
光
時
御
用
相
勤
｡

△
寛
宮

(仁
孝
天
皇
幼
名
)
儲
君
仰
出
ラ
ル
｡

□
儲
君
親
王
宣
下
｡
御
祝
儀
献
上
｡
干
鯛
五
枚
｡

口
寛
宮
儲
君
仰
出
ラ
ル
｡
御
祝
儀
御
肴
献
上
｡
干
鯛
五
枚
｡

□
光
格
天
皇
御
有
卦
｡
献
上
桐
衛
視
蓋
｡

△
東
宮
御
殿
御
造
立
｡

△
立
坊
｡

三
月
廿
四

･
廿
五
日
□
立
坊
｡
恐
悦
献
上
｡
光
格
天
皇
へ
腸
弐
連
｡
東
宮
同
断
｡

十
月
八
日

○
御
中
掛

御
地
色
紅
｡
御
地
紋
雲
立
涌
同
色
｡
桜
折
枝
泥
｡

土
佐
光
字
奉

文
化
十
年

突
酉

(
一
八

一
三
)

七
月
八
月
十
六
日

八
月
十
七
日

九
月
十
九
日

〇
日
賀
御
上
京
｡
御
用
始
ル
｡

口
光
格
天
皇
御
有
卦
｡
献
上
御
硯
蓋
｡

□
東
宮
御
有
卦
二
人
ル
｡
干
鯛
五
尾
ヲ
献
上
｡

□
東
宮
御
息
所
御
極
土
佐
へ
治
定
セ
ラ
ル
｡
恐
悦
｡
鷹
司
姫

三
十
六

-
129

三
十
六

I
l

三
十
六

1
130

三
十
六

-1-2

＼
_
5

ノ

2

八
-
26

三
十
六

-
133

三
十
九

-
151

三
十
九
-

153

三
十
四
-

1-3

三
十
四
-

103

三
十
六
-

1-6



文
化
十

一
年

甲
成

(
l
八
二
八
)

文
化
十
二
年

乙
亥

(
一
八

一
五
)

文
化
十
三
年

丙
子

(
一
八

I
六
)

文
化
十
四
年

丁
丑

(
一
八

一
七
)

文
化
?
年

(
一
八
?
?
)

文
政
元
年

戊
寅

(
一
八

一
八
)

文
政
三
年

庚
辰

(
1
八
二
〇
)

十
月
七
月
七
月
六
月
十
六
日

正
月
六
月
六
月

九
月
十
二
月

三
月
八
月
九
月
十
二
月

?
月
十

1
月

三
月
三
月
十
四
日

五
月
五
月
十
二
月
廿
六
日

文
政
五
年

壬
午

(
一
八
二
二
)

?
月
十
二
月
二
日

文
政
七
年

甲
申

(
1
八
二
四
)

?
月

君
貞
姫
君
今
度
也
｡

○
常
御
殿
御
修
復
｡
御
絵
繕
｡

○
御
黒
戸
御
絵
繕
御
用
｡

○
小
御
所
参
内
殿
御
修
復
｡
御
絵
繕
御
用
｡

□
東
宮
御
月
見
二
付
賜
壱
連
ヲ
献
上
｡

△
高
貴
宮
御
降
誕
｡

△
中
宮
御
殿
御
道
立
｡

○
清
涼
殿
御
絵
繕
｡
清
涼
殿
鳥
居
障
子
御
色
紙
泥
画
共
｡
荒

海
昆
明
小
障
子
共
｡

○
後
院
御
修
復
｡
御
絵
繕
｡

○
新
調
御
道
具
御
用
｡

△
光
格
天
皇
御
譲
位
｡

○
女
御
御
殿
御
修
復
｡
御
絵
繕
御
用
｡

△
仁
孝
天
皇
御
即
位
｡

○
女
御
御
入
内
｡
里
御
殿
御
画
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

○
御
涼
所
御
修
覆
御
用
｡

△
改
元
文
政
｡
大
嘗
会
｡

△
仁
孝
天
皇
御
有
卦
｡

△
皇
大
后
宮
御
稗
昇
｡
大
宮
御
所
二
弥
事
奉
ル
｡

□
女
御
御
産
｡
若
宮
鐘
宮
御
降
誕
｡
賜
弐
連
ヲ
献
上
｡

△
洞
中
御
局
寓
出
小
路
御
産
｡
姫
宮
倫
宮
御
降
誕
｡

△
女
御
准
后
宣
下
｡

○
鷹
司
ヨ
リ
鎮
形
四
尺
御
犀
風
仰
付
ラ
ル
｡

口
京
都
所
司
代
内
藤
信
敦
へ
行
向
二
参
ル
｡
土
佐
光
字
｡
土

佐
光
禄
｡
土
佐
光
清
｡

○
修
学
院
御
修
復
｡

五
-
10

･
十
七
-
82

二

一十
二
-
92

十
-
37

七
-
20

･
十

t
I
45

ニ

ー十
二
-
9

三
十
五
-
127

･
三
十
五
-
116

三
十
五
-
122

十

丁

44

･
十
四
-
60

･
三
十
五
-
123

十
I
41
･
三
十
五
-
1

十
I
g

･
十
四
1
6

･
三
十
五
-
1

十

T

43

･
三
十
五
-
126

三
十
五
-
119

十
二
-
5-

･
十
四
-
62

二
二
十
五
-
118

三
十
五
-
120

十
四
1
63

二
二
十
五
-
121

九
-
28

1二
十
五
-
117

三
十
四
1
109

十
三
-
58

三
十
四
-
110

三
十
四
-
111

三
十
四
-
112

二
十
-
88

三
十
八
1
150

十
四
-
64

(八



天 文 文 文 文
保 政 政 政 政
三 十 十 十 八
年 三 二 年 年
年 年

壬 庚 己 丁 乙
辰 寅 丑 亥 酉

( ( ( ( (

八 八 八 八 八

二〇 九 七 五)) ) ) )

十 十 八 十 十 九 八 五
一 月 月 月 月 月 月 月
月

天
保
四
年

天
保
五
年

天
保
六
年

発
巳

二

八
三
三
)

甲
午

(
t
八
三
四
)

乙
未

(
一
八
三
五
)

十
二
月

十
二
月

八
月
六
月
六
月
六
月
廿

一
日

六
月
廿
二
日

六
月
二
十
七
日

九
月
九
月
十
八
日

十
月

天
保
七
年

丙
申

(
一
八
三
六
)

二
月
四
月
九
月
九
月

十
月

○
女
御
御
殿
御
修
復
｡
御
絵
繕
｡

○
里
御
殿
御
修
復
｡
御
逮
棚
張
付
御
杉
戸
御
修
復
画
繕
｡

○
陣
座
寄
障
子
｡
御
張
替
書
継
｡

○
荒
海
障
子
書
替
｡

△
接
察
使
典
侍
御
産
｡
皇
子
御
降
誕
｡

○
常
御
殿
御
修
復
｡
御
絵
繕
｡

○
御
黒
戸
御
絵
繕
御
用
｡

〇
本
途
御
給
料
例
書
｡
御
修
理
方
へ
差
出
ス
留
｡
土
佐
光
字
｡

鶴
沢
探
春
｡

○
内
侍
所
四
季
問
御
絵
繕
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

○
仙
洞
御
所
常
御
殿
御
修
復
｡
御
画
繕
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

○
御
涼
所
御
絵
繕
御
用
｡

○
花
御
殿
御
絵
繕
御
用
｡

○
小
御
所
参
内
殿
御
絵
繕
御
用
仰
出
ラ
ル
｡

△
興
宮
(孝
明
天
皇
幼
名
)
儲
君
御
治
定
｡

△
恐
悦
廻
勤
｡

□
御
祝
儀
干
鯛
五
枚
献
上
｡

○
藤
大
納
言
局
九
十
賀
二
披
下
候
短
冊
泥
画
｡
土
佐
光
字
｡

□
儲
君
親
王
宣
下
二
付
御
祝
儀
｡
干
鯛
五
枚
ヲ
献
上
｡

○
洞
中
弘
御
所
御
絵
繕
差
書
直
御
用
仰
出
ラ
ル

○
清
涼
殿
御
修
復
御
用
仰
出
ラ
ル
｡
御
画
繕
｡

△
按
察
便
典
侍
局
御
産
｡
姫
宮
御
降
誕
｡

○
御
拝
道
廊
下
井
御
車
寄
御
杉
戸
御
画
繕
御
用
被
仰
出
ラ
ル
｡

○
銭
形
御
厨
風
二
双
｡
鳥
形
御
障
子
二
基
｡
御
絵
繕
仰
付
ラ

ル

｡

△
権
典
侍
御
産
｡
若
宮
御
降
誕
｡

十
二
-
5

･
十
四
-
6

十
四
-
66

･
十
七
-
81

十

t
-
48

十

一
-
47

一十
五

｣ハ
1
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月
九
日

秋
冬

t
双
出
来
調
進

同
年
十

一
月
十
二
日

春
夏

一
双
出
来
調
進

五
尺銭
形
御
犀
風

一
双

御
給
山
水

鶴
沢
故
探
索

寛
政
二
成
年
九
月
廿

1
日
被

仰
出銭

形
御
厨
風
｣

天
保
七
丙
申
年
九
月

銭
形
御
厨
風
御
絵
繕

馬
形
御
障
子
二
基
御
絵
繕

文
政
五
午
年

鷹
司
様
よ
り
銭
形
四
尺
御
厨
風
披
仰
付
｣

享
和
二
王
成
十
月
廿

一
日

紫
震
殿
承
明
門
御
額

補
色
被

仰
付

同
三

亥
年
正
月
四
日
調
進

文
化
｣

文
化
十

t
成
年
七
月

中
御
所
参
内
殿
御
修
復

文
化
十
酉
年
十
月

常
御
殿

御
修
復
｣

天
保
十

一
子
年

正
月
立
坊
二
付
関
東

へ
披
進
之

御
中
犀
風
御
画
御
用
披
仰
付

御
厨
風
｣

寛
政
四
壬
子
年
｣

伝
奏
差
出
ス

御
附
ノ
衆
尋
書
付
之
返
答

折
紙
認
上
包
名
前

此
度
家
領
之
義
御
尋
二
付
披
仰
渡
候

限
奉
承
知
候
礼
義
家
領
者
無
御
座
候

常
式
毎
月
調
進
物
御
座
候
於
石
料

拾
人
扶
持
身

禁
裏
御
所
御
台
所

二
而
被
下
置
頂
戴

仕
罷
在
候
右
之
通
御
座
候
以
上
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一
)
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十
二
)
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二
十
五
)
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(
二
十
八
)
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子
九
月

墓
所
預
土
佐
土
佐
守

万
里
小
路
前
大
納
言
様
御
内

山
本
式
部
殿

中
村
大
膳
殿

正
親
町
前
大
納
言
様
御
内

岡
本
左
京
殿

沢

監
物
殿
｣

献
上

辛

寛
政
十
三
酉
八
月
五
日

上
様
御
有
卦
入
献
上

衛
視
蓋

内飛
鶴
は
ね
貝

左
ノ
方
栃
貝
賢
蓋
貝

ヽ

桜
ら
貝

右
方
千
種
貝

ま
す
せ
貝

海
松

文
ノ
方

二
フ
サ

有
三
フ
サ

献
上
物
｣

寛
政
二

十

一
月
廿
四
日

廷
幸
二
付
恐
悦
御
祝
儀

献
上
賜
弐
連

台
二
重
く
り

下
ケ
札
三
人
連
名

左
近
将
監

備
後
介

(二
十
九
)

御
祝
頂
戴

寛
政
四
王
子
九
月
廿
四
日

長
橋
殿
御
弘

御
祝
儀
進
上

賜

一
折

一
連

同
年
二
月
九
日

姫
宮
様
御
降
誕

安
政
五
戊
午
年
六
月

女
御
様
御
産

姫
宮
様
御
降
誕

同
廿
八
日
御
七
夜
御
祝
二
付
｣

献
上

賜
二
速

979899100

(三
十
二
)

童
二
重
線

御
祝

下
ケ
札
連
名

土
佐

､

土
佐
左

､

土
佐
豊

(三
十

一
)

天
保
十
四
発
卯

当
若
様
御
降
誕

御
産
｣

御
有
卦

天
明
九

八
月
八
日

上
様
御
有
卦

献
上

文
化
十
酉
年
八
月

01

(三
十
三
)

上
様
御
有
卦

東
宮
様

天
保
八
酉
八
月
十
六
日

九
月
将
軍
宣
下

104

1-5



上
様
御
有
卦
献
上

天
保
十
五
辰
三
月

上
様

東
宮
様

御
有
卦

献
上

同
年
十

一
月

新
典
侍
御
局
御
産

十
二
月

年
号

改
元

弘
化

文
政
三
庚
辰
年
三
月

上
様
御
有
卦

同
五
月
女
御
株
御
産
若
宮
鐘
宮
様御
降
誕

献
上

賜
弐
適

量
二
重
繰

下
ケ
札

同
五
月
洞
中
御
局
寓
出
小
路
殿

御
産

姫
宮
倫
宮
様
御
降
誕

同
十
二
月
廿
六
日

女
御
様

准
后
宣
下
｣

文
政
十
三
庚
寅
十
月

按
察
使
典
侍
様
御
産

皇
子
御
降
誕

寛
政
十

一
未
年
十

一
月
廿
六
日

仙
洞
様
御
賀

二
付

禁
中
様
江

一
膳
献
上

賜
弐
連

同
十
二
月
五
日

御
覧
無
宿
被
為
然

二
付
御
祝
御
目
録

被
下
候

文
化
十
二
乙
亥
六
月
十
六
日

東
宮
様
御
月
見
二
付
献
上
賜
壱
連元
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文
化
十
五
戊
寅

文
化
十
四
丁
丑

三
月
御
譲
位

文
化
十
三
丙
子

正
月
高
貴
宮
様

御
降
誕

改
元
文
政
十

一
月
大
嘗
会

八
月
女
御

ゝ
殿
御
修
復
御
画
御
用

九
月
御
即
位

十
二
月
女
御
様
御
入
内
井

里
御
殿
御
画
御
用
被
仰
出

六
月
中
宮
御
殿
御
造
立

六
月
清
涼
殿
御
絵
繕

九
月
後
院
御
絵
繕

十
二
月
新
調
御
道
具御
用

21341一■
(三
十
四
)

文
化
十
二
乙
亥
六
月

東
宮
様
御
月
見

○
此
所
へ
｣

天
保
八
丁
酉
正
月

文
化
四
丁
卯
七
月

寛
宮
様
儲
君
被

権
典
侍
局
御
産

姫
宮
御
降
誕

仰
出

文
化
四
丁
卯
九
月
廿
八
日

<ス-ケ
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<ス-
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寛
宮
様
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君

｣披仰
出

ヽ
ヽ
ヽ

ヽヽヽ
ヽ
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享
五ヽJ

(天)

御
祝
儀
御
肴
献
上

同
年
九
月
廿
二
日

儲
君
親
王

宣
下

立
足
二
重
く
り

干
鯛
五
枚

垂
下
ケ
札

御
祝
儀
献
上

干
鯛
五
枚

垂
下
ケ
札
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文
化
五
戊
辰
三
月
八
日

上
様

御
有
卦

献
上
桐
御
硯
蓋
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文
化
六
己
巳
三
月
廿
四
日

廿
五
日

立
坊

恐
悦
献
上

錫
弐
連

上
様
ハ
賜
弐
連

童

東
宮
様
同
式
奉

墓

文
化
十
巽
西
八
月
十
六
日

上
様
卸
有
卦

献
上
御
硯
蓋

堅
足
二
重
-
り

同
年

同
月

十
七
日

東
宮
様
御
有
卦
入
献
上
干
鯛
五
尾

同
断

同
年
九
月
十
九

東
宮
様
御
息
所
御
極
土
佐
へ
被
治
定

恐
悦

鷹
司
様
姫
君
貞
姫
君
様
今
度
也

此
間
次
之
印
○
此
所
へ
モ
ト
ル

天
保
七
丙
申
年

十
月
権
典
侍
様
御
産

若
宮
様
御
降
誕

十

一
月
按
察
使
典
侍
様
御
産
｣

姫
宮
様
御
降
誕

同
年
九
月
十
八
日

儲
若
様
親
王
宣
下
二
付

御
祝
儀
献
上

干
鯛
五
枚

天
保
六
乙
未
年
六
月
廿

一

ヒ
ロ
輝
宮
様
儲
君
御
治
定

拾
九
日
蔵
人
所
二
而

頭
弁
殿
被

仰
渡

廿
二
目恐
悦
廻
勤

同
二
十
七
日
御
祝
儀

干
鯛
五
枚
献
上
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(三
十
六
)

1nコ311
日
4日
H

右
文
化
四
年
之
例

同
年
九
月
藤
大
納
言
局
九
十
賀
二
付
披
下
候

短
冊
泥
画
土
佐
守

天
保
七
丙
申
年
四
月

按
察
使
典
侍
局
御
産

姫
宮
御
降
誕

天
保
十
亥
年

五
月
頭
中
将
殿
よ
り
被
命

宮
人

一
統
参
勤
調
進
下
行
楽
之

事
注
進
申
様
裏
所
預
参
勤
調
進

之
事
注
進
申

同
年
十
月

親
王
様
立
坊
釆
子
三
月
二
旬
御
治
定

安
政
七
庚
申
七
月

祐
宮
様
儲
君

八
月
四
日
御
祝

御
治
定
｣

所
司
代
替
り
行
向

(三
十
七
)

已;EP

土
佐
土
佐
守

塞
-

天
保
十
五
年
正
月
十
八
日

朝
四
ツ
時
過
よ
り
所
司
代
酒
井
若
狭
守
殿
江

行
向
参
ル
例
之
通
使
者
之
問
上
之
問
江
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罷
通
片
書
ノ
御
札
取
次
へ
相
渡
暫
時
相
待

居
候
処
公
用
人
披
罷
出
先
例
之
通
御
面
合

有
之
候
所
唯
今
重
複
申
被
参
御
用
談
中
tt而

御
断
又
達
而
御
面
会

可
披
致
旨
被
断
候
也
直
様
退
出

<ス-
ナ
ノ∨

墓
所
預
土
佐
､

之
事

文
化
十
酉

日
賀
様
御
上
京
七
月
よ
り
御
用

色
紙
短
｣
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(三
十
九
)

文
政
五
午
年
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二
月
二
日

所
司
代
内
藤
紀
伊
守
殿
江
行
向
二
参
ル

則
公
用
人
牧
野
弥
蔵
案
内

-1而
大
簾
間

二
而
例
之
通
初
而
面
会
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先
例
之
通

掲
礼
直
披
露
名
札
片
書
名
字
持
参

玄
関
二
而
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次
へ
渡
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佐
土
佐
守

所
労
二
而
不
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土
佐
左
近
将
監

土
佐
豊
前
介
｣

(三
十
八
)

文
化
六
己
巳
年
十
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八
日

御
小
掛

御
地
色

御
地
紋

雲
立
涌

桜
折
枝

泥 同 紅
色

土
佐
守
秦

日
記
二
九
月

清
涼
殿
御
色
紙
御
造
営
之
節

一
枚
二
付
銀
十
三
匁
宛

尤
地
絹
披
渡

裏
打
仕
立
無

地
色
褐
色
斗
二
而

泥
画
は
銀
へ
調
進
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